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檀一雄「樹々に匐う魚」「裾野少女」論

一「故郷」の表象をめぐって－

申福貞

はじめに

檀一雄の第一創作集「花憧ｊは、ｌｋ膿存夫の装帆で1937年７１}赤塚普房より刊行された。その出版

記念会の予定日に欄は、［1''１戦争の岐初の動し｣令を受け、久留米独立山砲兵第三聯隊に入隊するが、

その時すでに苔いていた「樹々に旬う魚」は、同年９)]にｒ早稲田文学」に発表され、1941年５月に

は満洲浪箆叢書・春季作品災「僻土残歌」にllj録されている。

1936年に東京帝国大学を卒業した１Ｍは、母トミの勧めもあって、iiMi鉄の就職依頼という口実で８月

末に「満洲」に渡るが、就職先の満鉄には行かず坪井輿を頼って大連、奉天、新京、ハルビン等を

転々とし、そのまま秋には１１本に戻る。「樹々に旬う魚」は、横が初めて満洲に渡って帰ってきたそ

の翌年にｉｌｆかれた作品である。1940ｲ'三、イイ集が解除されるとＩＩＪ召集を恐れ、二度目に「満洲」に渡っ

た檀は、1941年１０月に州|玉'し、１２月にはilllj橋律子と見合いをする。その後、１１}ぴ「満洲」に渡るが、

翌年春に帰国し、５月に1105橘律子と結峨してからしばらく11【|内に留まる。槻一雄が二度'二1に満洲に

渡ってから敗職まで発表された作品はそれほど多くないが、檀は「内地」と「外地」に目を向けなが

ら文学活動を続けていた。「満洲」を背！;(にした「魔笛」（｢芸文.１１９４２.）j不詳)、義弟和雄と朝鮮へ

の旅を題材とした「冬の瓦」（1942.10．誌名ｺｲ〈詳）と「吉野の花」（『文芸}]本」１９４２１１）は、いず

れも「私」の旅（<放浪>）と関わるものである。結婚後、；i度'二lに「満洲」に渡り帰ってきた檀は、

1943年８月「文芸世紀』に「樹々に釦う魚」の続編として「裾野少女」を発表する・このような流れ

を考えた時、「樹々に釦う魚」と「裾野少女」を論ずる際に檀一雄の「満洲」での経歴は欠かせない

ものであろう。

〈生まれたときから故郷を喪失〉したと、自分の幼年時代の家庭環境と「故郷喪失」について語る

槙一雄のこの言葉は、「満洲」経歴を含む檀のく放浪〉Ｌｌｉ１ｉＷと結び付けられ、しばしば論じられてき

た。荻久保泰幸は、檀の家庭環境と棚自ら語った「故郷喪失」について触れながら、このような「故

郷喪失」は同時代人に共通するものと指摘し、次のように述べている!'。

第一次世界大戦の戦後、祥の束illiを''11わず、知識人たちはマルチン・ハイデガーのいうくハイ

マート・ロス〉〈故郷喪失〉の状況を生きざるを得なくなっている。したがって、〈ふるさとは遠

きにありて恩ふもの〉であり、〈汝に家郷は有らざるくし〉であl〕、小林秀雄ふうにいえばく故

郷を失った文学〉ということである。〈故郷喪失〉をいかに回復するか、それが無頼派といわれ

る文学者たちの並要なテーマとなる。
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指摘されたように檀の「故郷喪失」は同時代人に共通するものでもあるが、作品の中に提示されて

いる「故郷」の表象は、同時代の「故郷回帰」と異質なものではないかと思われる。「樹々に旬う魚」

の冒頭にはヒロインあきの出自とともに富=ｔについての記述がみられ、富ﾗ{:はあきの成長の物語を

伴って数か所あらわれている。樹〒上についての記述は、「樹々に匂う魚」の続編として発表された

｢裾野少女」にも見られる。本論では檀の「滴洲」経験を視野に入れながら、「樹々にｆＵう魚」と「裾

野少女」を'１ﾙL､に、臘士の表象と「故郷」の問題を、個人的な生iili空ＩｌＩＩを超え、その時代の言説空間

の中で考察する。

1．〈生き続ける〉父

水沢あきは豚の売買を職業とする父市五郎と母ゑんの間で生まれた。物語の冒頭に街士が見えるあ

きの「故郷」とく非人の職業〉をもつ家庭で私生児として生まれたことが紹介され、あきの来歴が明

らかになる．

己Iy-0． ；』たご

父の『h五郎は豚の売買を営んだ。屠殺にも加わるので非人の職業だと蔑まれたが、大きな旅髄

の次男坊が倫落の果ての所業である。前妻ユキはその頃の女中。（中略）あきはゑんの連子だと

も云われたが、実は市五郎のかくし子で、ユキが胸を病んでいた折に、たまたま亭主に逃げられ
↓よら

たゑんが、Ｌ'三計の_上で鶏と鶏卵の行igiに出歩くうち、市1[郎の子を孕んだ。

三歳から実母と父の家に入り、十五歳になるまで義母を含む父の家族と一緒に生活していたあきは、

父のく非人の職業〉の故、１１１間から疎外された家庭環境の中で育つ。また、時には父市五郎から打櫛

されたり、時折ヒステリーを起こす義母と実母には憎らしい子として扱われ、〈惨憾たる被害を蒙>っ

たりする。十になっても八に見られ、二年遅れて学校に入ったあきは、斜視が目立ち、友達もつくれ

ず、紙屑や鉛筆の屑を集めていたため屑屋と呼ばれた。家庭からは暴力を受け、学校でも屑屋と疎外

されたあきは、その孤独に耐えながら、〈奈落に誘われ〉るようなさびしい少女時代を送る。学芸会

であきは、案山子の役をあてがわれ、〈椎のくちばし〉につつかれたり、〈椎〉が逃げると、今度は悪

童につぶてを打たれたりする。秋の野末に取り落とされた案山子にあきは、〈寂しい愉悦〉とく澄み

とおった歌いあげたいほどのおおらかな歓喜〉を感じる。自分に蔽われてくる暴力を、逃げようとも

しない、逃れる空間も見つけられないあきは、あえて運命として受け入れ、その暴力に愉悦と歓喜さ

え覚えながら耐える一万である。〈非人の職業〉をもつ家庭から私生児として生まれた斜視のあきは、

誰一人の心にとめてもらえることのない存在であった．

あきが十五歳の夏休みに、暴力を振るっていた父が屠殺場から戸板に積まれてきて、そのまま頓死

する。父の死後、その父の代わりに実母のゑんが狂ったように義Iﾘのユキとあきに暴力を振るう。そ

の実母もいなくなって、ル１１病が'二Ｉ立ってきた義母ユキは、身体の衰弱と反対に気ばかりが立っていて、

<赤蛙の生を裂いて喰ったりする>。生きている蛙を裂いて食べるユキの行為は、父とゑんのような目

立った暴力を帯びた行動ではなかったが、それはあきらかに抑圧されていたユキの気持ちを表してい

るものである。ユキの死後、あきはその義母の遺言の通り師範学校に合格し、四年の時は室長になる

が、新しく入った同室の美代の華やいだ皮膚に、あきは故もなくく父の不吉な四肢を思いだし〉たり

する。ここで亡くなった父はあきの暴力的行為と結びつけられながらあらわれている。
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あきは畔道の露を蹴る。畔に赤い蛙を追う。指を滞らすみずみずしい生き物の感触が、眠って

いたあきの狂気を呼びさまし、赤い蛙を股から裂く。

ここで赤蛙は義母を想起させるものとして登場する。あきは蛙を食べる事はしなかったが、実母の

ユキと同じように生きている蛙を裂く行為を反復する。父と実母から打櫛され、学校からは屑屋、案

山子と呼ばれ、身体的、内iii的に加わる暴力と抑圧にさらされてきたものが、狂気としてあきの内面

世界に潜在し、その狂気は、遂に生きている雌を裂くという義母の行為を反復する形で初めてあらわ

れる。赤蛙を同じ寝室の美代のiiW団の中にしのばせ、美代が跳ね起きると、自分のiiW団の中に引入れ

るあきの異様な行為もまた、眠っていた狂気のあらわれであり、それは一種の変形した暴力でもある。

〈あきは職員室でも、滅多に他の教師と言葉を交わさなかった｡〉学校でのあきは、他の先生との交

流もなく、一人でぼんやりした時は、いつも徹士を眺める.学校という一つの「共|可体」の中で、あ

きは同じ先生の立場でありながらも、その中に溶け込むこともなく、「共同体」の外側の人間として

存在していた。このような疎外感は、あきの成長過程にすでにあらわれていた。学校から屑屋と呼ば

れ、学芸会の時には、周りの役から攻撃ばかり受ける案111子の役をかわされたあきは、まさにクラス

という「共同体」から冷遇され、疎外される存在であった。

このようなあきの世間とのかかわりは、あきの家庭をめぐっての問題でもある。父市五郎のく非人

の職業〉というのは、正当な人間扱いをされない、社会から排除された職業である。父市五郎は、社

会から自分にかかってくる抑圧を絶えず家庭で振り１ｍ]し、その暴ﾉjはとりわけなんの抵抗もできない

無防備のあきに振るわれる。父TIT五郎が屠殺場から〕二i板に積まれて帰ってきたとき、あきの目に映っ

たのはく脂切った父の太股〉であった。実母に打榔されたときもあきが思い出したのは、父のあの

く脂切った太股〉であった。肺病が悪化していたユキの死を予見するように、父市五郎はユキの夢の

中に現れ、ゆきは溺死の夢を見る。同室の美代の華やいだ皮膚の色が、あきをいらだたせたときあら

われたのはやはI）〈父の不吉な四肢〉である。父の死後、父市五郎は暴力と死を象徴するものとして、

生きている家族に影をおとし、あきとユキを苦しめる。父市五郎が死んでも、この一家は見えない父

の暴力に支配されている。父がく非人〉の扱いをされたのは、屠殺という職業を持ってからであり、

その父をもっているあきの家庭も当然ながら社会からく非人〉の家庭とみなされる。父市五郎が暴力

的だったのは、屠殺業に対するく非人〉扱いから来る暴力性に対しての反発である。ユキの夢に市五

郎が現れたり、師範学校時代のあきが父のく不吉の太股〉を思い１１｣したのは、父市五郎が亡くなって

も、社会から来るこの家族に対する暴力はそのままilil存されていたからである。そういう意味で父市

五郎はく生き続け〉ている存在であった。

あきが学生に鞭を打つのも単なる自分を蔽っていた暴力への反動、あるいは父や実母から受け継が

れてきたく遺伝〉２１をめぐる問題だけではない。先LIiと学生という関係において、あきは明らかに先

生という強者の立場に立っておl〕、学生である上田は弱者の立場である。先生の質|Ｍ１に「わかりませ

ん」と答える上lljに、あきは執jM1に鞭をからませながら、加害者としての自分の行動に罪の意識でも

感じたように、そのＨの夜は上田とつゆのを家に呼んで、御馳走をする。ここには弱者に対するあき

の思いが描かれている一方、蕊ﾉjを振るう立jiMiであるlⅡ1答者への述和感が描かれている。暴力の問題

はこのテキストの基調をなしているものでもあるが、そこには檀一雄の当時の部落問題と「家」に対

する認識がうかがえる。真鍋呉夫は、椀一雄のデビュー作品である「此家の性格」（了新人ｊ創刊号
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193311）に使われていた差別用語「犠多奴」という言葉を、作１W'１が発表された当時の部落問題と結

び付けながら次のように述べているⅢ)。

本篇の「臓多奴」という差別111語がほかならぬそういう差別意識の持主によっていわば必然的

に口にされているだけでなく、客観的には前記のような部落解放運動の高まりに対する威丈高な

｢虚勢」として表現されていることに、読者の注意をl喚起しておきたい。

ここで指摘されているように「此家の性格」では、「穣多奴」という差別用語を用いることによっ

て部落解放運動の「虚勢」を示そうとしていたとすれば、「樹々に匂う魚」で檀は、父市五郎をはっ

きりく非人の職業〉をもつ人物として造型することで、部落解放迎動の裏側に潜んでいる暴力と、抑

圧された弱者の'１１]題を示していたのである。実母と義母が一つの家庭の中で、共同で生活するあきの

家族は、部落問題以前に、近代的家族制度に反するゆがめられた家族関係を持っており、そのような

意味であきの家庭は、社会から疎外されつつある存在である。その疎外感は、いつまでも周りの環境

になじめなかったあきの成長過程からも示され、戦時下の「家」と制度の問題があきのそのような家

庭と成長を通じて提示されている。「樹々に何うjHUが発表された1937年は、日中戦争が全面開始さ

れる年でもある。最初の短編集「花筐」の出版記念会の予定日に、召集令状を受けた檀一雄は、当時

の心`情を次のように述べている。

生涯であの時ほど、ほっとしたことはない。かりに地獄直行の列ＴＩＩへ乗り込むような令状がき

たとしても、私は莞爾として、出発しただろう。

太宰治との交遊がく破滅の寸前まで追い込〉まれ、〈狂乱を演じ〉ていた最中からく救われ〉た気

持ちを素直に表現している文であるが、檀は1937年がく実に陰鯵な年〉で、〈あのような時期に耐え

ることができた自分を今でも不思議に恩〉うと、繰り返し1937年について語っている（｢孤独者」「文

芸世紀」1942.12)。同じ「青春放浪」の中でも、1933年から1937年に至るまでの時期を、〈険しく狭

い山の尾根を、あやうく駆け渡ってゆくような狂澗怒涛の征日〉だったと回想している。檀の言葉を

借りればそれはく家族的ふんいき、ないしは社会的連帯から、早く放逐され〉たからであろう。その

く放逐〉の中でく狂乱した〉棺を支えてくれたのがほかならぬ文学である。

私達の一人一人に息づいていたあやしい、モヤモヤとした文芸の気運が、何かしら、この「日

本浪愛派」と云う不可解な集合体の中に吸収され、醗醗され、開花していきそうな予感があった。

これは、檀が「日本浪曼派自と出会った時期を回想した「暗い時期」（｢文学』1955.3）とういエッ

セイの一節である。1934年に太宰と榊らが立ちあげた「青い花ｊは、1935年『日本浪愛派」と合流す

るが、当時の檀の心情を表しているこの文章には、１！】鎖された空I{i]への行き詰まりと、「日本浪曼派」

への共鳴と期待感があらわれている。

よく知られているように1937年に発表された太宰治の「燈寵」（｢若草」1937.10）は、太宰の作家

活動の一つの転換期の作品として評I11iされることが多い。作中のさき子は二四歳の貧しい下駄屋の娘
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であるが、テキストの冒頭部分でさき子は自分の出自について語っている。さき子は町内の顔ききの

地主のおめかけである母が父と話し合って生まれたが、〈私の目鼻立ちが、地主さんにも、また私の

父にも似てゐない〉ため、lltllllからく日陰ものあつかひ〉を受けている。「私」の家族がく日陰もの

あつかひ〉をされるのは、ｌﾘがめかけだったからであり、このようにさき子の家庭は世間とうまくつ

ながらないまま、むしろI1tl11jから対立するような形で１１１:1111の中で存ｲliしていた。社会情勢の緊張が高

まっている1937年のほぼ同じ時期に、社会から疎外されつつある家族を描いた太宰治の「燈髄」と檀

一雄の「樹々に御う魚」が発表されている。111崎正純は、民衆がＩｌｊＩ度化された「家」の外側に出るこ

との難しさを意識しつつあったのが、1937年の太宰の認識であると指摘しているがい、このような認

識は、檀一雄が太宰と共有していた時代に対する認識ではなかろうか。

2．〈大望〉について

赴任地の学校であきは後に恋人となった唐島に出会う。

唐島は唱歌の時間が受持てぬので、あきの体操の時間と代わっている。そんな時間には大抵生

徒を連れだして、野原に渡そくりながら、生徒に踊りを踊らせる。あきは腹が立つが、フランス

の新しい教育法はこれですよ、と唐島はいつもいい加減な嘘を11|:〈。

生徒に激しい刑''1を試みながら、厳しく接しているあきと対照的に廠島は、〈フランスの新しい教

育法〉を取り入れ、体操の代わI)に踊りを教える。日本の近代化とともに現れた体操が健康と結びつ

けられ、国民の心身を鍛える一環としてラジオ体操が普及されていたことはIi1ilfllのことである。日中

戦争が始まってからは、ラジオ体操が'五1民粘ﾈIll総動員にもｌｌｌいられ、戦争と深いかかわりがあったこ

とは言うまでもない。自由を象徴するフランスの教育を収I)入れ、体操の代わI〕に踊りを教える唐島

の教えは、当時の制度が必要とする教育の方針とは距離が遠すぎるのである。故にあきは唐島の教え

がくいい加減な嘘〉に過ぎないものと感じられ、腹が立ったのである。

<大島つゆの〉〈はい〉〈立派な女になるのにはどんな心懸けが大切です〉〈……〉〈きこえません。

はっきりと〉〈勉強します〉〈それから〉〈優しくなります〉〈よろしい。＿上lu次郎〉〈はい〉〈立派

な男になるのには〉〈大望をもちます〉くえ？もう一度……〉〈大望です〉〈大望？〉

あきは聞きおぼえのないこの言葉を終日、雨の音のなかにいぶかった。すると次第に胸はふく

らみ上がl〕、その言葉の透明な実現が、かえって'二1分の場合にだけ可能であるという不思議な可

笑しさがこみあげた。人麺の惨い興亡のうしろに、ありあり'二1分の姿までがにおってきて、その

鍬i渓と光栄は(iIIi子越しに見る人形芝居のようにひっそりと掌のうちに感じられる。

ここで、あきの徴間はく立派な人〉に重点があるのではなく、〈立派な女〉とく立派な男〉という

性差をつけることに重点が|iiiかれている。当時の社会が必要とするく立派〉であることの意味と

く女〉とく男〉の性差が区別されることによって、〈女〉とく男〉が来たすべき役;ＩｉＩが強調されている。

それはく女として〉あるいはく男として>、それぞれの立場にふさわしい役削を果たすことを強要す

るものである。〈女〉がく勉強〉することとく優し〉<なるというのは、まさにく良妻賢母〉に象徴



11】 福頁ｌ９Ｌｌ

される賢い母と良き妾を意味しているものである。明治の文明開化が、近代的理想の女性像をく良妻

賢母〉に求め、〈立派な女〉の役割を果たすことを要求していたとするならば、〈男として〉天皇のた

めに忠誠を誓うく大望〉をもつことが、〈立派な男〉に求められたものであっただろう。このような

意味で体操の時間にIMiI〕をIliljらせる唐島は、東大出身とは言え、〈大望〉をもつたく立派な男〉にふ

さわしい人物とは言えない。当時の教育現場において、〈大望〉をもつ子ども達を育てる先生こそが、

<先生として〉その使命を果たしたく立派な先生〉であったのは間迎いない。あきが聞きおぼえのな

いこの言葉にいぶかしさを感じるのは、先生である自分にとってく大望〉とは何であるかという疑問

があったからである。あきは義母ユキの遺言の通り先生になったがそれは、先生になることでく非

人〉の扱いから逃れてほしいという義母の願いだったかもしれない。〈非人の職業〉の父を持つ家庭

で生まれ、抑圧されながら生きてきたあきにとって、先生になることそのものが自分の理想一く大望〉

でもあっただろう。あきがくその司葉の透明な実現が、かえって自分の場合にだけ可能である〉と感

じるのは、今まで|(ﾘき合ってきた現実が如何なるものであるか、自らの成長を通じて十分に察してい

たからである。しかし一方であきは、自分のく大望〉と異なる社会が必要とするく大望〉に気づく。

ここでく人類の惨い興亡〉というのは、明らかに当時の戦争状況を表すものである。そのような社会

に認められるく大望〉に気づかされたあきは、初めてくありあり自分の姿〉を発見し、自分を含む

人々の生が操られているく人形芝居〉のように感じる。〈芝居〉というのは脚本に沿って自分の本音

を隠し、減じることであり、〈人形芝居〉というのは、〈人形〉が人に操られ、行うものである。〈大

望〉のために生きるく自分の姿〉がく人形芝居〉のようなものであることに気がついたとき、あきは

く生きるということはつねに一方的の債務〉であると感じたのであろう。

〈一年は何日ですか〉〈三iE｢六十五日〉〈閏年は？〉〈…………〉（'+'略）〈上lIl次郎〉〈はい〉〈閏

年は？〉〈三百六十六日〉〈何故ですか？〉〈二月が二十九日です〉〈閏年は何年に－度ずつです

か〉〈…………〉

檀が〈閏年〉とく大望〉について触れたときに、少なくとも作品が発表される前の年に起きた

｢二・二六事件」を意微していたのは間違いない。あきの質問に額{〕に「閏年」が強調されているの

も、「二・二六事件」が起きた1936年が、ちょうど閏年にあたる年であったからである。「五・一五事

件」の後には「国体明徴声Ⅲ]」が|})され、その翌年には「二・二六事件」が起きる。あらゆる領域で

統制が厳しさを増し、自由が抑圧されている現実を、檀はく硝子越に兇ろ人形芝居〉の世界と表現し

ていたのである。その現実の１１１にいるく自分の姿〉にl=1を向けたとき柵は、〈人形芝居〉の世界で、

<立派〉に演じることを拒んでいただろう。

3．表象としての富士

「樹々に伺う魚」の同頭部分にはあきの故郷である甲州が示され、そこから富士が見えることが強

調されている。あきの出自とともにあらわれた富士は、その成長過程においても環境の変化にとも

なってあらわれている。〈秋風と一緒に、縁先からの富｣=が驚くほどよく晴れる〉日、実母ゑんは家

を出たまま帰ってくることがなかった。父を亡くして、実母が家をⅡ)たのは本来悲しいことであるが、

あきはむしろ、その[1から義ｆｊのユキと平穏に暮らしながらユキの万病を続ける。
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ユキは翌年の春からしきりに喀血した。体が衰えると反対に気は立って、赤蛙の生を裂いて

喰ったりする。それをあきは雨後の田圃に探しに行った。富=この間を水っぽい雲がかすめている。

露の多い草原を冷や冷や追いすがって、ふいに指を濡らす蛙の感触と一緒に、真後ろから富士が

逆さにのぞいたりする。

生きている赤蛙を裂いて食べるほど気が張っていた義母のため、あきは蛙を捕りに田圃に出る。そ

こであきの眼に映ったのは、〈水っぽい雲がかすめてい〉る富士であった。雲がかかった富士は、実

母の家出の時に現れたく驚くほど晴れ〉た富士とは対照的に描かれている。〈晴れた〉富士が、その

後のあきとユキの平穏な生活を象徴的に描いたとすれば、〈水っぽい雲〉の富士には、衰えてゆくユ

キに対するあきの不安が描かれている。晴れた[|も曇った日も篇ﾆﾋはいつもあきの生活に伴っていた。

或日、あきは寄宿舎の裏山を廻って田圃に出た。まぶしいほどの富士が丁度眼の前にそうてき

て、久しく皿れていたうずくような冷たい|｣｣の愛撫があきの脚をしびらせた．あきは畔道の露を

蹴る。畔に赤い蛙を追う。指を濡らすみずみずしい生き物の感触が、眠っていたあきの狂気を呼

びさまし、赤い蛙を股から裂く。

あきは其の夜、美代の蒲団のなかに赤蛙をしのばせた。美代は消燈の闇のなかではねおきる。

｢なあに、なあに」と覗きこむ室生をあきはきびしく制して、美代を自分のiii団の中に引入れた。

あきは寝つかなかった。美代の皮膚が体に釦うて、昼間の蛙が眼に跳ねる。それでもあけがた、

白い富士を心に抱いて、あきはほっと眠りこんだ。

蛙と富士はユキとの生活の記憶を呼び起こすものとして現前化されている。〈白い富士を心に抱〉

いたとき、初めて実体としての富士があきにとって象徴性をもつものとしてあらわれていた。いつも

遠く見られていた富士は、あきの内面世界に溶け込んで、あきの身体と一体化されている。あきは

く白い富士を心に抱〉くことによって、自分の狂気的な行為への不安を解消し、〈ほっと眠る〉ことが

できたのである。

けれども教室のあきは別人のように鋭くむごい。明け放った窓の外に富士が冴え、あきは絶

えず鞭を鳴らす。つゆののおびえた泣くそはたまらなくいとおしかった。それで次郎の腕に鞭を

うつ゜

あきは職員室でも、滅多に他の教師と言葉を交わさなかった。大抵ぼんやりと富士をみる。富

士はあきの守護神のように1御身にそうて冷たく甘い。

ここで実体としてあらわれていた富士は、あきを保護する神の存在としてあらわれている。〈白い

富士を`L､に抱〉いたのは、富z{ざと一体になりたいという気持ちでもあり、富士をく冷たく甘〉〈感じ

るは、富士への親密感を示すものである。生まれ「故郷」と家族の影を伴う富士は、あきにとっては

自分の「故郷」を象徴するものでもある。「故郷」を象徴するく冨士を心に抱〉き、さらにく冷たく

甘〉<富士に親密感を覚えるのは、あきの「故郷」への思いと、「故郷」と一体化したいという願い

が秘められていたからである。他の先生と交流もなく、富士をく守護神〉のように思うことには、救
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われたいと思いつつも、自分の居場所を見つけられないというあきの心情が示されている。

師範学校を卒業したあきは、血のつながりのない叔父がいるお寺にlfilかう゜父と実ＩＢＪのゑん、それ

に義母のユキの姿もすっかりなくなってしまった「故郷」には、あきを待ってくれている人は誰一人

いなかった。そういうあきにとってお寺は「故郷」的安定感を持たせる場所でもあっただろう。しか

し、またそこを離れていくあきにとって、安住できる「故郷」なる場所は存在しなかった。「故郷」

なるものを富士に抱きながらも、その思いとのずれは、まさに檀と「故郷」の問題が重ねられたもの

でもあった。

私の来歴を語るについては、私はまず、生まれたときから自分の故郷を喪失していたというこ

とをいっておかなければならない。

かつて檀一雄は、「青春放浪」の中でく生れたときから故郷を喪失〉していたことを述べ、家庭の

事情で転々としていた少年時代について回想していた。あえてく故郷の喪失〉について触れているこ

とに、横の「故郷」に対すると憧れと無念という二律背反の心情がうかがえる。あきの出自とその成

長過程に頻りに描かれた富士に、山梨出身の槻のく喪失された故郷〉へのあこがれが秘められている

のではないだろうか。

私は深夜起き出しては、離れに一人端座した。「夏草」という小説に手を染めていたのである。

けれどもそれは一行とすすまなかった。私は書いては破り、書いては破った。私達の迷妄の昏さ

が時代の不思議な停迷と混りあって、拭い難い暗繊の時期を形成していた。

これは「孤独者」の一節であるが、ここに1937年の檀の心情と「夏草」を小説として仕上げようと

していたことが明らかになっている。「樹々に知う魚」とlrilじ時期に書かれた「夏草」は、未定稿の

ままに「日本浪曼派』に発表されたが、そのＷ頭にく－人の少女を迎へ入れるやう〉に、〈一鉢の月

見草〉を居室に入れる「私」の月見草に対する特別な感情が描かれている。「樹々に旬う魚」では繰

り返し富士の存在を強調し、同じ時期に書かれた「夏草」では月見草について触れていたことを合わ

せて考Niすると、後に書かれた太宰治の「富獄iこ｢鼠」（『文体｣’1939.2～３）の「富=ｔには、月見草が

よく似合ふ」という一句と、どのような関連があるかを考えるのも興味深いことである。檀が太宰か

らの文学的影響を受けていたのは周知のことであるが、嵐｣ずと月見草を描くことにiiI接の影響があっ

たとは言えない。しかし、両者が描いた富士は、国家的象徴とは切り離された個人的な記憶との関係

で描かれたものであり、どこかくすんだ富士であった。数年後、「夏草」は未定稿のままで完成に至

ることはなかったが、「樹々に旬う魚」はその続編として「裾野少女」が発表される。

4．「裾野少女」

夜の篇士がくっきり浮かんでいる月の明るい日、あきはＩｉ１ｆ島に誘われ、一緒に先生を辞めることを

決める。それから半月くらい同棲生活がはじまったが、家を出たまま一ヶ月も便りがない唐島を探し

に、あきは住所をたよりに旅に出る。あきは)]の明るいlmMi1と田舎の人の優しさにふれながら、やが

て唐島の家に辿りつくが、唐島は「満洲」に渡って家にいない。あきは)]明の中に崩れていく阿蘇の
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噴煙を眺めながら宿に戻る。次は、あきが辞職を決めた唐島と夜道を歩いていた際に、あきの目に

映った夜の風峨捕りj:である。

水車は水と１－１光を拾いながら廻っていた．その1ﾘ]暗の美しい交鉛をふるわしつづけて、静かな

ゆるい断続の音が瀞いていた。水滴が月の逆光を浴びて百千の真珠のようにきらめき落ちる。何

とういう長いとめどない`断みだろう－あきは向うむきに佇んだＩｉ１ｆ局の黒い彫を見つめながら、

そっと帷1分に|咳いた。

水車、水、そしてⅡ光。ここで自然の美しさが描かれている。しかし停まることもなく廻り続ける

水車をみながら、あきは生きることの虚しさを感じる。それは先のことを考えることもなく先生を辞

めてしまった唐島のことが気になってからであろう。一方、卜1柵はくいい気持。まるで月の光を飲ん

でいるようですよ｡〉と美しい自然に溶け込んで、その美しさを満喫する。テキストの冒頭部分から

月の明るい夜の冨百}:が描かれ、腐士と)}に対する描写が多く見られる。）i1f島に誘われ、一緒に先生を

辞めたあきは半月くらい同棲生活を送るが、急に家を{I}たままの唐島からは一ケ月が経っても便りが

ない。あきは障子の｣二に映っている1;｢｣身の倒像を見つめながらli1F島のことを思い}Hす。煙草屋のおか

みにく旦那さん〉のことをljllかれ、あきは唐島の住所をたよ')に九州へ旅に出る。から噸車の中から

真赤に染まった富ＴＩざが浮かんでいる。

裾野はLTLい夕弊の識である。その紫のiiiの間に幾条も幾条も細い夕lmlの烟が上がっていた。列

車はその徹士の夕映えを/,iに廻ったが、いつのまにか淡い余光の雲に蔽われた。

ここで裾野に住んでいる人々の生活の営みを象徴するく夕餉の烟〉が描かれ、あきとｌｉｌｉ島の二人の

世界の中にilｻﾞかれていた富｣身は、裾野に住んでいる人々の生活空間と関わりながら香かれている。真

赤に染まった篇士を眺めながら髄111に乗って阿蘇へ１１}発するあきは、〈浜松から急行に乗り換える
つい}

心算でいたのだが、みすぼらしい'二1分の旅の心に、このﾀﾞﾘ車の方がよっぽど似つかわしい〉と、その

まま普通列＃iに乗り続ける。熊本まで行くためには、もちろん列車に乗って移動するしかないが、あ

きは急行に乗り換えることをあきらめる。戦時下において鉄道は人の移動だけではなく、武器や戦争

に必要なものを運ぶにも多く利用されていた。あらゆる領域で統制が強まっていく中、特急、寝台列

車が減少されるなど旅行業も制限を受ける時期に、急行に乗るのも容易なことではなかっただろう5)。

<みすぼらしい自分の旅の心〉が急行をやめる原因になったとも考えられるが、その裏側にはこのよ

うな当時の鉄道の述悩状況がうかがえる。

夜中の汽１１１に揺れながら、あきはり〔窓の外の月を眺め、そのままI1IfI)、起きたら明るい月がまたあ

きの目に入る。富士は離れていくが、）]はどこまでもあきとlil行する。あきは外の月を見ながら、初

めて唐島への自分の愛情を確信することにな'〕、〈この月のある限り私のいのちをひろげ〉ようと誓

う。向こう０１１に座っているお爺さんにあきは、目的地を聞かれるが、その地域はよくわからないとお

爺さんは車掌を連れてくる。あきはI|[掌まで連れてきて助けようとする１１１舎の人の優しさに感動し、

駅弁を買ってお爺さんに渡す。よく'1Mかれる旅先での美しい旅の物諦である。熊本に蒜〈と朝陽の中

で自転車の女学生が学校に急ぐ姿が見え、あきは羨ましそうに眺めている。「裾野少女」が「樹々に
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飼う魚」の続編とは言え、「裾野少女」の生徒に対するあきの思いは、「樹々の旬う魚」と全く違って

いた。学生たちの騒ぎとく生きるという来てしない連続〉に、〈この子供らをみな殺し〉たいという

思いさえ覚えていた「樹々に御う魚」のあきだったが、「裾野少女」のあきは、電車から降りる大勢

の学童達のおしゃべりに、〈心がほとびるばかりのなつかしいときめき〉を感じたり、〈陽やけした少

女達の嬉々と美しい頬のあたりや房々なびく毛髪をはげしい羨望のこころで眺め〉たりする。

やがて阿蘇の連山が見え、〈ゴー〉と地軸を揺るがすような音とともに黒い噴煙が飛びあがる。「裾

野少女」が発表された1943年には、阿蘇'１１の第一火口に新火孔が生成し、大量の灰が飛んでいた年で

もある。火山灰が白くかぶっている山道を歩いて唐島の家に辿りついたあきを迎えてくれたのは、唐

島ではなく、歯の抜けた一人の老婆であった。そして老婆から「満洲」に渡ってから行き先も何も分

からなくなった唐島のことを教えられ、あきはく歯をくいしぼって〉山道を歩いて宿に戻る。〈噴煙

は月の光にすさまじく照りかえりながら、上へ上へと幾層も盛り重なって、やがて月明の空の中に崩

れていった｡〉テキストの最後の－句であるこの部分には、自分の悲しみを黒い噴煙とともに夜空に

噴きあげようとするあきの心情が象徴的に描かれている。そしてくこの月のある限り私のいのちをひ

ろげよう〉というあきの生きることへの信念が、富士一「故郷」を離れ、噴煙が噴き上がる阿蘇一異

郷の月夜で再確認されている。

あきのく恋物語〉ともとられる「裾野少女」には、月の明るい美しい術萄畑に浮かんでいる富士、

そして裾野の夕餉、煙草屋のおかみ、朝早く元気に登校する子供たち、優しい'11舎の爺さんなど、自

然と普通に生活を営んでいる一般庶民の様子が淡々と語られ、戦時下と言ってもそれほどの緊張感を

与えるような場面は書かれていない。しかし、あきと唐島を除いてテキストに登場する人物は、学校

に通う子供達と戦場に行けなかった年寄りが殆どであることに気がつく。唐島の家に着いた時、あき

を迎えてくれたのは歯の抜けた隣の老婆であり、唐島の母親は妹の一周忌の法事に熊本へ出かけてい

て、父については語られていないｃ父の不在はく父〉を戦場に送りだしていた多くの家庭を連想させ

るものでもある。またぐドーンドーン〉と重い砲声は戦争が続いていることを示すものであり、あき

の急行列車への戸惑いは、当時の鉄道の状況を裏づけるものでもある。かくの如く「裾野少女」には、

戦時中であることが書かれている一方、戦時下の人々の日常生活が投影されており、人間の温もりが

描かれている。「裾野少女」が発表された1943年は、ちょうど檀の長男太郎が生まれた年でもある。

｢満洲」でく放浪〉を重ねていた檀にとって、これは初めての経験でもあり、父になることで、檀は

より安定した生活に憧れていただろう。「裾野少女」の文体もく疾風怒涛の時代〉に書かれた「樹々

に匂う魚」と違って、自然に対する美しい描写などが多い。新しい生命の誕生とともに、より実生活

を充実させようとする願いと民衆へのまなざしが、あきのく恋物語〉として語られていたのである。

この「恋物語」はあきの九州への旅と切り離せない。あきは自分の「故郷」である富士を離れ、異

郷の九州へ向かうが、唐島の故郷である九州にくこんな田舎か、としきりに唐島の故郷をなつかし

がった｡〉という言葉には、どこか安堵しているあきの気持ちさえ感じられる。富士を離れ、異郷の

阿蘇に親しみを感じているのは、あきのたくましく生き延びようとする心情を表すものでもあるが、

一方で、そこには伝統的「故郷」が否定されている。その伝統的「故郷」なるものへの否定は、九州

を「故郷」とする唐島の「満洲への旅」によっても表われている。「裾野少女」には、「故郷」を離れ

ていくく旅物語〉によって、伝統的「故郷」への回帰の否定が示されていたのである。
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5．「樹々に匂う魚」と「満洲浪曼』

檀が二度目に「満洲」に渡ったのは、召集が解除された後の1940年の12月である。1936年８月の最

初の渡満から二度目に至るまで檀一雄の創作は、「樹々に旬う魚｣、「夏草」と二、三編の詩に尽きる。

第一創作集１花筐」の出版記念の予定Ｈに突然召集令を受けた檀は、手もとにおいていた「樹々に匂

う魚」と「夏草」を入隊直前に緑川貢に託し、緑川は「樹々に匂う魚」を「早稲田文学」に、「夏草」

を『日本浪愛派』９月号に発表したという`)｡「僻士残歌」には、「樹々に萄う魚」以外にも「僻土残

歌｣、「悲歌｣、「風信｣、及び「文芸奉還説」が発表されるが、一人の作家がこれほど注目されている

のは『満洲浪曼」史上でも異例なことだと言われている。「満洲浪蔓」の執筆者が段々減っていく中、

北村健次郎にく青年大将〉と呼ばれた檀は、言うまでもなく有力な執筆者の一人だったのであり、檀

に対する期待も大きかったのは間違いないことであろう7'･檀と「満洲浪曼」とのかかわりは、「満

洲浪曼」第６輯（1940.11）に「月地抄」と題した二首の短詩を発表してから始まるが、「満洲浪曼」

はこの第６輯で廃刊を迎える。「満洲浪曼』の廃刊後、了僻土残歌」という書名で出版された満洲浪曼

叢書・春季作品集は、檀の「僻土残歌」という詩のタイトルからとったものである。創刊から満日文

化協会の支援を受けながら文祥堂より出版された「満洲浪曼」は、第６輯から興亜文化出版社へ移行

することになるがＢｉ、「内地」の出版物への統制が段々厳しくなるにつれ、「満洲」にも影響があった

のは間違いないだろう。

これを受けて『満洲浪曼』の中心人物である北村識次郎は、「賊にかへて」の中でく満洲浪受新発

足〉を呼びかけ、〈真の文学道〉への樹立を、新しい出発の理念として掲げていたい。既に述べたよ

うに「満洲浪曼」に再録された「樹々に旬う魚」は、1937年に発表された作品だが、時間的に「満洲

浪曼」の成立とずれがあり、「満洲」と異なる「内地」の、〈非人の職業〉をもつ家庭に生まれたあき

を主人公としたという点では、空間的にも「満洲」と隔たりがある。しかし、「樹々に旬う魚」とい

う極めて象徴性の高いタイトルや、あきの数奇な運命と繰り返しあらわれている富士、結末に強調さ

れているく大望〉に、『満洲浪員」はく満洲浪萸新発足〉への接点を見つけようとしたのではなかっ

ただろうか．季刊誌として発行される予定だった「満洲浪曼叢書』は、その後継続されることもなく

春季で終ったのである。

桐一雄と「満洲」のかかわりについて長野秀樹は、檀の「満洲遍歴」を、檀の「女性遍歴」と決め

つけるのは不適切であり、「青春放浪」はあくまでも戦後に書かれた作品で、まず検討すべきなのは

同時代の作品であると指摘している'0'・檀のく眼に見えぬ大満洲国〉を語ることがく積極的に地上の

満洲を擁護〉し、〈満洲の現実を隠蔽〉する'１}ことであるとは断定し難いものではないだろうか。

｢風信」には、満洲里をく僻士満洲里〉と表現し、また「僻土残歌」という詩のタイトルは、「王道楽

土」と違った「満洲」の現実を表現しようとしていたものであろう。〈地上の、眼に見える満洲国な

んぞ、偽であれ、ホンモノであれいくらでも亡んだり興ったりする〉と語る檀が、どこまで「満洲

国」を「国」として真剣に受け止めていたかについては未だ疑問が残る。『満洲浪曼」第６輯に収録

された「月地抄」は、檀が二度目に満洲に渡る直前の1940年11月に発表されたものである１２)。召集時

代の檀の文学活動は空白期間でもあると言えるが、召集が解除されてからも檀は創作活動にそれほど

の意欲は見せていなかった。しかし、召集解除の前から、文学について考えていたことは確かなこと

であろう。そして大連についた直後に檀は、「回想と詩人」（｢大連日日新聞』1940.12）というエッ

セイを発表し、〈人間の内部から湧き立ってくる純潔な勇気と贈与の希願は巷説の中に塗抹され流布



巾ネH1質200

されて、人間が人間を愚弄する不信〉な時代が続いていたことを訴えていた。

<君は書け〉と彼は突然叱号した。〈東京の奴等の、トント肝を冷やすような小説を書け。あいつ

らが、膝頭をカタカタ震わすような。慾のない、マッサラの途方もない小説を書いちまえ〉〈う

む。けれども小説はもう廃業かも知れん〉と、私は久しく忘れていた、文学というものの今日の

形相を見つめかえす心地であった。するとそれは身すぼらしい、ゆがんだ汚辱の一拠点に見えた。

なによりもその卑)I1な安住が耐えられぬくらい不快である。彼等が招きよせている真理や、理想

や、美というものが、芸術の乏しい運命だとするならば、〈よし俺は廃業だ〉と突然私もどなり

はじめた。

三年ぶりに「満洲」の寛城子で会った秋沢三郎に「私」は、「内地」の小説家を驚かせる小説を書

くことを勧められ、今日の文学について見つめかえすが、そこにうつしだされたく身すぼらしい、歪

んだ汚辱〉に気付かされる。〈小説はもう廃業〉かも知れないと自信をなくすような言葉を吐き出す

｢私」は、「内地」の芸術に視線を向けたとき完全にく廃業〉を宣言する。この「孤独者」の中で檀は、

｢内地」の文壇を意識している安住できない「私」を描いていた。ｉ青春放浪』には、確かにく無頼な

生活〉を送りながらく放浪〉する自画像を描いているが、「満洲」の遍歴は単なる荒唐無稽なく夢物

語〉'31だけで終わったのではないだろうか。「満洲」に渡ってから間もなく「満洲日|]新聞」に掲救

された「漆黒の天国」（1941.1）は、イエスの受難を見降ろしながら、〈人間どもの愚かさ〉を冷笑す

るく漆黒の帝王〉と自称している鴉によって語られた寓話である。「漆黒の天国」が発表される前の

年に太宰治は、「中央公論』に「駆込み訴へ」（1940,2）を発表するが、梢はそれを意識しながら「漆

黒の天国」を書いたに連いない。この点については、二つの作品の類似性を指摘している相馬正一に

よってすでに論じられている。〈人ｌｌｌＩ共は何という禍いか>、〈人間のやることなんぞ相手になるか〉

と、人間界に不信をもって、〈｢聖」と「俗」の二つの世界を烏臓的〉Ｍ)に見せたこのテキストは、

｢王道楽土」と現実の「満洲」との落差を語ろうとしていたものでもある。

しかしこのような考えを檀は、第一回目の渡満から既に持っていたと思われる。この「樹々に釦う

魚」という題名から思い浮かぶのは「縁木求魚」の熟語である。周知のようにこの熟語は、戦乱の時

代孟子が「王道論」を引っさげて戦国諸侯に会い、しきりに説得に努めていたことに由来する。戦争

を好まないが、〈大望〉のためにはやむをえないと答える宣王に、孟子は戦争を起こし、武力で領土

を拡大していることこそが、木に登って魚を求めることと同じであるとする。「樹々に旬う魚」には

｢満洲」に直接かかわる表現は見当たらないが、この作品が「満洲」をく放浪〉し、帰国してから香

かれた作品であることに注目したい。〈大望〉と戦争（暴力）が結び付けられた「縁木求魚」の語源

を連想させる「樹々に旬う魚」という題目に、「iiMi洲事変」以後一方的に建設された「王道楽土」と

呼ばれた「満洲国」への疑問と、軍事政権が勢力を強めていく当時の国内情勢への反感がうかがえる。

一方で、「樹々に釦う魚」という言葉には、目的と結果のずれという意味も含まれている。魚は本来

水の中で命を維持するものであるが、そのあるべき場所を離れ樹に登る「樹々に伺う魚」というのは、

まさにテクストのあきと「共I可体」をめぐる問題と深いかかわりを持ち、そしてまた三節で既に述べ

たように、あきと「故郷」への思いのずれを象徴的に語るものでもある。「故郷」というのは人間が

その場になじみ、生活の基盤を持っている場所で、一つの「共同体」でもあるが、あきはその「共Iii］
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体」の外側にいるいつも孤独な存在であった。富士はあきの「故郷」でありながらも、決してあきが

安住できる場所ではなかった。あきの「故郷」とのミスマッチは、檀の故郷への思いとも重なったも

のでもある。

このような「樹々に旬う魚」という題1=1に内包されている二つの側Uii-「満洲国」と'五1内情勢への

違和感と、「故郷」へのまなざし－を、柚は「樹々にf1Uう魚」という作,Ｈ１に託したのである。

おわりに

「裾野少女」では、あきの旅によって密｣身から阿蘇へと列I|[による空llI1的な移動が行われ、その移

動の過程においても頻りに)jのある風}ｉｔが現れている。テキストの冒頭に普かれた富士が浮かんでい

る美しい夜の景色と逆って、終わりでは阿蘇の黒い噴煙が'111tき_上がる明月の夜が描かれている。戦時

下において、富士山や桜などの風景が、Ｈ本の伝統や文化などと結びつけられ、日本の粉神を象徴す

るものとしてよくとらえられていた。

私はその友人に、火111の月夜の美観も亦神ながらであることの意味を見せてやりたいと思った。

さういふことを'11を幾りつつ恩ひ１１)した。イ<動のlI1が忽ち火を吐くことは、日本人の雄心に似て

ゐるのである。しかしその火を吐く１１１が)]光に!!(1))かへるざまは、日本の丈夫の志の風雅であ

る'5６

保|[1與重郎が、〈不!Ii1Iの１１１が忽ち火を111:〈ことは、’１本人の雄心に似〉ていて、〈火をl1l:くIIlが月光

に11(11)かへるざまは、｜]本の丈夫の志の風雅〉であると、火111を日本人の糀神を象徴するものととら

え、〈|通1栄えん〉と)jは照ると表現していたことに対しⅥ棚はその月に!!(（らされている地上の自然と

その１２１然とともに生きている人々の営みを描いている。樹｣:が美の象徴、また、民族の粉神の無鐘の

糧ととらえられ、永遠、崇商ｗ権威といった糀神の象徴としてとらえられていたとき、梢はあえて富

士から離れていく物語を描く。いずれにしても檀のこのこ作に背かれている11;{士や、）]、火111などの

自然や風)ｉｔは、〈文化文芸思想の創造の1ﾘﾋ胎〉ｗとする「風餓」とはllii雛をおいて描かれているもの

である。

かつて槻は「了地下の島【について」（｢コギトョ1943.2.127け）というエッセイの''１でく僕は少年

のＨから様々の愛情と数知れぬ故郷の'１１１を浮浪したから、いつもはぐれた風と光の中に己の夢の郷愁

をたのしんだ〉と述べている。固有の場を持たないく数知れぬ故郷〉とはまさに、固定的場所を持ち、

そこに「故郷」の伝統を導こうとする「故郷」とは机反するものでもあろう。既に述べたように、

｢裾野少女」には、耐上が浮かんでいる美しい月夜が描かれ、その富｣:を離れて旅する時にも、月は

あきと同行する。あきにとって、「故郷」とは月の光の彼ﾉﾉに存在する空虚なものでもあった。いか

に「故郷」と「伝統」にlnlkI)するかという1930.40ｲｉｉ代の苛税空間において、椀は富Ｔｌ：（｢故郷｣）か

ら離れていくあきと、「故郷」にあるべき個人の不在一｢満洲」に行ってしまった唐島一を描くことで、

｢故郷の不ｲ1Ｊを描いたのである。

「樹々に側う魚」では、耐'二に「故郷」が象徴され、あきはその「故郷」にあこがれているが、し

かしその思いとはずれている「故郷」が提ﾉﾊﾞされている:,一ﾉﾉで、「裾野少女」のあきは、「故郷」で

ある？;rr上を離れ、異郷の阿蘇にいのちを続けていくMliを兄ｌｌｌそうとする。伝統の象徴でもある富士
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(｢中心｣）から「周辺」の阿蘇へlijlかうあきの旅は、「周辺」から「中心」に向かう流れと逆行するも

のでもある。「裾野少女」では、「故郷」を離れていくあきの旅と、「満洲」に行ってから音信不通に

なった唐島の「廃郷の旅」によって、伝統的「故郷」が相対化され、「故郷の喪失」が示されている。

このように両作品は、「故郷」を喚起するもの－｢故郷」の「伝統」と「喪失」の問題一として、対に

なっている作品として位置づけられる。
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InSeptemberl937,ＤａｎKazu０，ｓ“FishClimbingTYee”waspublishedilltheWASEDALiteratureand

thenwasreprintedintheHekidozankaofManshu？ｒo?ｍａｎｓｏ?sh０，s?SpringworksinMayl941、

AItergraduatingfromTokyolmperialUniversityiI11936,DanarrivedinMallchuriaundertheguiseof

askingibrapositionillIheManshu？Railway・However､iIlsteadofworkmgofthatcompany,hewent

overtoDalian，Mukdell，Hsinking，Ｈａｒｂｉｎａｎｄｓｏｏ】landthenreturnedtoJapandirectlyin

autumn・worte“FishOlimbmgTYee”thefbllowingyearofhisfisrtvisitatoManchulia、Ｈｅｗｅｎｔｔｏ

Ｍａｎｃｈｕｒｉａｆｂｒｔｈｅｔｈｉｒｄｔｉ、eafterlUsmarriage、Afterreturllingtohiscountry1mJunel943Dan

pulished“ApiedmonggtGgir”mLiteralTyCelltury,whichwasasepuelto``FishClimbingTTee”

Ｗｈｅｎｗｅｔａｌｋａｂｏｕｔ“ＦｉｓｈＣｈｍｂｍｇＴＴｃｅ”ａｎｄ“ApiedmonggtGgir"，weshouldnotignorethe

relationshｉｐｂｅｔｗｅｅｎＤａｎａｎ〔lManchuria、Ａｔｔｈｅｂｅｇilulingof“FishCUmbillgTYee"itdescribedthe

originiofIheheroinellamedAkiandMtFUii､ShegrewupalongwithFUiiwhichappearedseveraltimes、

Again,“Ａｐｉｅ〔hnonggtGgir"alsodescribedMtFL0L

ThispaperwUldiscussasymboucmeallillgofMtFlUiandtheHomelandproblemfbcusillgon"Fish

ClmlbingTYee”ａｎｄ“ApiedmonggtGgir",consideringDna，sGxperienceinManchuria．


